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充実した２学期を送ることができました

例年以上に残暑の厳しいなかで始まった２学期も冬へと季節が移り変わり、吐く息が白くなっ

た今日、終業式を迎えました。今年は２学期始業が９月からと昨年よりも若干遅くなったとはい

え、学期中は目前の行事や出来事に追われるような日々を送っていたため、終わってみると｢あ

っという間｣という感も拭えません。

今年は、余裕をもって日々の学校生活が送れるよう、これまで２学期に実施していた行事を他

の学期に入れ替えてみました。とはいっても、体育大会・中体連新人大会・ふれあいクリーン活

動・生徒会選挙と引継・学習発表会・三者面談・市小中合同音楽会・２年チャレンジウィーク等

々の多くの行事がありました。これらの行事を通して、生徒たちは努力することの尊さや友人と

協力することの大切さなどを感得し人間的にも大きく成長したことと思います。暑かった頃には

周囲から言われて動いていた生徒が、最近は自ら進んで活動に取り組んでいる姿などを見るにつ

け、成長の早さに差はあっても一人ひとりは着実に伸びていることを感じています。

さて、明日から始まる冬休みですが、１・２年生については、年末年始にかかる忙しい時期こ

そ、是非、お子さんに向けて『家族の一員としての役割を果たす』よう、ご家庭でご指導いただ

きたいと思っております。冬休み期間中は家庭内での分担(例えば、風呂や玄関の掃除、食事後

の食器洗いや後片づけ、洗濯物の取り込みなど)を毎日委ね、役割を任される充実感を味わわせ

るとともに全うする成就感・責任感を高めさせたり、キレイにするコツや効率的に作業する手順

など生活する上での知恵を体験的に身に付けさせたりしていただけないでしょうか。今年一年の

後片付けや来年に向けた準備をする年末年始ですので、任せたい仕事はたくさんあると思います。

慣れない仕事をさせるため、多少の失敗には目をつぶってもらうこともあろうかとは思いますが、

学期中にはなかなかできないことを経験させたいと思っておりますので、ご配慮をよろしくお願

いします。３年生については、(だいぶ古いフレーズになって恐縮ですが…)『いつやるの？ 今

でしょ！』と自らを鼓舞しつつ、進路実現へ向けて全力を尽くすことを最優先に考え、限られた

時間を無駄にすることなく勉学に励んで欲しいと思っています。

また、年末年始の時期にかかる冬休みは、世間も慌ただしいなか中学生にとって誘惑の多い休

みでもあります。冬休み中の生活については、早寝･早起きの励行やメディアとの節度ある関わ

りなど規則正しく規律ある日々を送ることで、安全に毎日を送り無用なトラブルに巻き込まれな

いよう指導をしております。ご家庭においても併せてご指導をお願いいたします。

最後になりましたが、２学期も１学期同様に、PTA･部活動後援会本部役員や各種委員会委員
の皆様をはじめとする多くの保護者の皆様、地域にお住まいの皆様には、生徒たちを見守り支え

ていただき、大変ありがとうございました。ご支援･ご協力いただいた多くの皆様のおかげで生

徒は安心安全な学校生活を送ることができ、充実した学習活動を行う

ことができました。心より感謝申し上げます。３学期もこれまで同様

に、登下校や行事、学習活動の応援をよろしくお願いいたします。

３学期の始業式には、楽しく充実した冬休みを送り、生き生きとし

た表情の生徒の皆さんに会えることを楽しみにしています。

よいお年をお迎えください。



冬休みを元気に過ごすためにも感染症予防に努めましょう

マス･メディア等で報道されておりますように、季節性インフルエンザやマイコプラズマ肺炎

そして新型コロナウイルスなどの感染症の流行が危惧される時期になりました。(ニュース報道

で耳にした言葉ですが、３つの感染症が併行して流行･まん延しているので『トリプルデミック』

とも称されているようです。)幸いなことに、本校ではいずれも学級閉鎖に至るような広く流行･

まん延することなく学期末を迎えることができました。しかし、年末年始の時期で外出する機会

の多い冬休みは、感染症に罹患しないよう特に留意する必要があります。

具体的には『手洗い･うがいの励行』

『部屋の定期的な換気』

『咳エチケット(適切なマスク着用)』

などを実践してください。

元気に楽しく冬休みを過ごせるよう、特に３年生については『進路実

現に向けた貴重な時間』を療養に費さざるをえない状況にならないよう、

感染症予防に努めてください。

【萩原 敬之 教頭先生から】

『ちょっといい話』

１１月のある日、２年生がチャレンジウィークでお世話になる事業所に事前打合せのための連

絡を職員室でしているときのことでした。３年生のある生徒がいつもどおり元気よく「失礼しま

す。３年○組の○○です。」と声をかけて入室しようとすると、２年生のそれに気づき、途中で

声を小さくして、要件を伝えていました。後輩思いの良い生徒に出会えて嬉しい気持ちになりま

した。

現在、保健室の前では、『ハート キャンペーン』が開催中です。これは保健委員会の発案の

各学年の生徒から生徒へ日頃の感謝の気持ちを伝えるもので、「３年生から１年生へ、いつも元

気な挨拶をしてくれてありがとう」「２年生から３年生へ、素晴らしい合唱をありがとう」「１

年生から２年生へ、部活の時、分からないことを優しく教えてくれてありがとう」と『ちょっと

いい話』がいっぱいの温かい空間です。

また、３年生はこの時期恒例の管理職による『面接練習』が行われています。校長室と会議室

でこの面談が行われるのですが、面接の待機場所は各部屋の前の廊下です。日によっては待って

いる廊下がとても寒く、面接への緊張と寒さで

震えるほどです。すると、それに気づいた先生

が「生徒が風邪など引かないように」と、どこ

からか電気ストーブを運んできて暖を取れるよ

うにしていました。

どれも周りを気遣う行動で、これらに触れる

ことができ、心が温かくなり元気をいただいて

います。ありがとうございます。３学期もたく

さんの『ちょっといい話』に触れられることを

楽しみにしています。


